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今月は、日本国内でのブルーカーボンクレジットに関連する取組みが相次い

て発表された。 

J ブルークレジットと呼ばれる海藻の創出などを通じて得られる CO2 の吸収、

除去量にクレジットを発行する取組みに関連するもので、岩手県洋野町での

藻場の創出、保全活動を通じて、3，105tCO2e のクレジットが発行されたと発

表があった。Jブルークレジットは令和２年からその活動を開始してきているが、

これまでで最大のクレジット発行量となっている。 

それ以外にも、J ブルークレジットに関連する取組みとして、関西空港におけ

る取組みも発表されている。関西空港の取組みも、洋野町と同様に藻場の創

出を通じて CO２の吸収、除去を図る取組みである。 

J ブルークレジットについては、温対法の下での排出量報告において排出量

を調整するために利用できるか不明であり、必ずしもクレジット発行量は多く

はない。しかし、J ブルーカーボンクレジットを運営しているジャパンブルーエ

コノミー技術研究組合のウェブサイトを見ると、昨年、2021 年には４件のクレ

ジット発行申請だったものが、今年、2022 年には２２件の発行申請がなされ

ており、大きく増加している。J クレジットと比較するとまだ数も少なく、規模も

小さいものの、企業からの関心が高まってきていることをうかがわせている。 

 

 

 

 

 

 

2022 年 12 月２６日 

 
ボランタリークレジット 
プラットフォーム 
企業最新動向（2022 年 12 月） 




